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第79番札所 金華山 天皇寺 高照院

― 威厳のある朱い鳥居が物語る深い歴史 ―

参道を進んでいくと朱色の鳥居が見えてきますが、これは三輪鳥居といい奈良県大三輪神社や
桧原神社と同系のものです。
金山比女・金山比子を御神体とする金山の中腹に行基が金山摩尼珠院を建立した後、時を
経て荒廃の一途を辿る堂宇を空海が現在の地に移動させ金華山妙成就寺摩尼珠院として中
興します。

1156年、崇徳天皇がこの地に配流され遷化され
た後、京の都で起こる災いが総て崇徳怨霊によるも
のであると捉えた二条天皇は、御本尊が十一面観
世音であった唯一の寺院である当寺の境内に、崇徳
天皇鎮魂の為崇徳天皇社と三輪鳥居造営の詣を
下します。
そして後の後嵯峨天皇により、当寺を崇徳天皇永
代供養の寺とするとの詣が下されて以来、天皇札所
天皇寺と呼ばれるようになります。
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